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公民館長寿命化改修計画概要について公民館長寿命化改修計画概要について
意見募集します意見募集します

公共施設

　高山村公民館の長寿命化や、より利用しやすい施設にするため、令和４年８月から４回にわたり「高山村公民
館改修検討委員会」を開催し、必要な機能などについて検討していただき、令和５年３月に「高山村公民館の改
修のための基本的な計画に関する意見書」を教育委員会にご提言いただきました。
　そこで、ご提言いただいた内容を踏まえ、特に、１階と３階を重点的に改修することとし、１階の図書室は、
スペースの拡充により、だれもが気軽に立ち寄れる空間を創出し、３階の講堂については、固定席とはせず、天
井を改修するなど空間の拡充を図り、多目的ホールとして、ご利用いただきたいと考えています。
　さらに、視認性や居心地の良い空間を創出するため、全館、既存の仕上げ（天井・壁・床）、建具を改修し、照
明器具をLED化し、省エネ仕様の空調設備に更新したいと考えています。
　今回、計画のイメージ図をお示しさせていただき、できる限り早期に長寿命化改修工事を進めてまいりたいと
考えています。
　なお、意見書の概要は、次のとおりです。

意見書（概要）意見書（概要）
　少子高齢化や高速通信ネットワークの進展、感染症拡大に伴う生活様式の変化など、社会情勢が変化している
現代において「人とのつながり」が今まで以上に重要となることから、未来に向けて、公民館のあり方、施設の
安全対策、機能向上等を含めて公民館の改修のための基本的な考え方を検討してきました。

１ 公民館のあり方
　村民の「つながりと学び」を確保するとともに、地域課題の解決、社会動向、村民ニーズに柔軟に対応でき
る公民館として、村民が学び活動する場の確保に努める。

公民館外観公民館外観

外付けブレース外付けブレース

（注）イメージをわかりやすくするため、既存の車庫等は省略しています。
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長寿命化改修計画（概要）長寿命化改修計画（概要）

明るさを確保するため、照明器具をLED照明とし、天井・壁・床の仕上げを新しくします。

天井を山型に高くし、空間を広げ、床の仕上げや両側の間仕切りを改修し、広くゆったりとした空間
とします。
ステージは前方に拡張し、音響機器や照明器具を改修します。

１階出入口の自動ドアの位置を外壁の位置にし、１階ロビーを広げます。
構造耐力改善工事として、外付けブレース工法により構造補強します。

２階

３階

外観

公民館３階公民館３階

２ 改修が必要な施設・設備等
　（1）ユニバーサルデザインに基づくバリアフリー化された施設（スロープ設置、段差解消など）
　（2）老朽化対策・エネルギー効率対策（天井・壁・床の補修や空調設備の更新、照明のLED 化、耐震補強など）
　（3）景観等対策（施設周辺の整備）

３ 必要な機能
　部屋ごとに現状の機能を検証し、村民の皆さまの活動が継続できるよう社会やニーズの変化を踏まえて、必
要な機能を最大限引き出すことが求められる。

４ その他の提言
（1）改修を実施する場合、資金計画については、基金の活用を基本とする。起債をする場合には長期的な財政

見通しのもとに、将来に負担を残さないよう、住民の理解を得ることが必要である。
（2）開館時間を見直すなど、利用者のニーズに合わせた運用を検討する。

（注）間仕切り開放状態のイメージ図
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１階玄関からは、全体を木目調の空間とします。壁側には絵画などを展示。デジタルサイネージ（電
子掲示板）を設置し、情報発信します。

現在の図書室に隣接する学習室の間の壁の一部を取り、様々な場所で自由に居場所を選択して、本と
向き合えるスペースとします。
蔵書スペースの窓側にカウンターと椅子を置き、学習スペースとしても利用できます。

　図書室の南側に待合エリアを設け、南側からも出入りを可能とし、待ち合わせ場所としても利用ができます。
　人が集まり交流することで活性化や地域の見守りに繋がります。

公民館１階ロビー公民館１階ロビー

受付カウンター受付カウンター

電子掲示板電子掲示板

待合エリア（仮称）待合エリア（仮称）CATV スタジオCATV スタジオ

蔵書スペース蔵書スペース

リラックスリラックス
スペーススペース

談話エリア（仮称）談話エリア（仮称）

公民館１階図書室公民館１階図書室

１階
ロビー

１階

（注）東側入口から見たイメージ図
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概算工事費　約５億円（見込）

スケジュール（案）
　令和６年４月～７月　　ブロック行政懇談会などによる意見募集
　令和６年 10 月～ 11 月　工事入札・着工
　令和８年３月　　　　　工事完成

※現時点における、概算費用、スケジュール（案）及びイメージ図は、諸事情（資材高騰やアスベスト対策）等
により変更する場合があります。

　今回の改修計画の概要について、皆さまからのご意見等を募集するため、パブリックコメント（意見募集）
を実施します。

▶募集期間
　令和６年３月 21 日㈭ ～４月 19 日㈮

▶意見募集資格
　◦村内に住所を有する人
　◦村内に通勤する人、又は通学する人

▶提出先　教育委員会生涯学習係

▶提出方法
　指定様式（ワードファイル・村ホームページからダウンロードされるか、教育委員会窓口に指定様式
があります。）に必要事項を記入いただき次の方法でご提出ください。

（1）教育委員会窓口へ持参（午前８時 30 分から午後５時 15 分まで、土日祝日は休日）
（2）郵送（令和６年４月 19 日消印有効）
（3）電子メール（kyoiku ＠ vill.takayama.nagano.jp）に指定様式ファイルを添付して送信してください。

▶その他
（1）皆さまからいただいたご意見等については、回答を付して村ホームページに掲載し公表します。なお、

意見等の公表にあたっては、内容のみを公表し、住所・氏名等の個人情報は公表しません。
また、個別に回答することはしませんので、あらかじめご了承ください。

（2）意見記録の正確さを期すため、口頭・電話でのご意見はお受けいたしません。
（3）ご意見を提出される場合、住所、氏名（法人その他の団体にあっては、名称、住所又は事務所の所

在地及び代表者の氏名）を明記してください。匿名は対象となりませんのでご注意ください。

◆教育委員会生涯学習係　☎２１４―９７６２

パブリックコメント（意見募集）を実施します

受付カウンター受付カウンター蔵書スペース蔵書スペース
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令和６年能登半島地震に係る職員派遣令和６年能登半島地震に係る職員派遣

災害派遣

　長野県では、令和６年１月１日㈪に発生した能登半島地震の被災地を支援するため、県と県内全市町村で構成
する「チームながの」を結成し、石川県羽咋市及び輪島市へ職員派遣及び物資提供を行っています。
　長野地域振興局管内の市町村では、各市町村から数名の職員を選出して１つの支援班をつくり、継続的に職員
を派遣することとしており、本村からは次のとおり職員を派遣しています。
　なお、復旧・復興までには長期間の対応が必要となるため、今後も本村から職員を派遣する予定です。

【３月15日時点】

派遣期間 派遣場所 派遣職員 従事する業務内容

１月 21 日㈰ ～１月 27 日㈯ 石川県羽咋市 定住支援室定住支援係
係長　遠山寛道

住家被害認定調査及び
罹災証明書発行業務

１月 29 日㈪ ～２月 4 日㈰ 石川県羽咋市 住民税務課税務係
主任　関野正隆 災害廃棄物処理業務

２月 23 日㈮ ～２月 28 日㈬ 石川県輪島市 産業振興課林務地籍調査係
係長　小渕隆彦 避難所運営支援業務

３月 7 日㈭ ～３月 11 日㈪ 石川県羽咋市 教育委員会学校教育係
主事　春慶優次 災害廃棄物処理業務

住家被害認定調査のようす

災害廃棄物処理業務のようす

避難所炊出し　配膳のようす◆総務課危機管理防災係　☎２１４―２２６３
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第 25 回 信州高山桜まつり開催第 25 回 信州高山桜まつり開催

観　光

４月１日 ㈪ ～ ４月 30 日 ㈫４月１日 ㈪ ～ ４月 30 日 ㈫

今年も信州高山桜まつりを開催します。今年も信州高山桜まつりを開催します。
村内に点在する五大桜や松川渓谷のオオヤマザクラが咲き誇り、見頃の時期になると全国から村内に点在する五大桜や松川渓谷のオオヤマザクラが咲き誇り、見頃の時期になると全国から
多くの観光客が来訪されます。多くの観光客が来訪されます。
まつり期間中は、トレッキングやスタンプラリーなど様々なイベントも実施します。まつり期間中は、トレッキングやスタンプラリーなど様々なイベントも実施します。
ご家族や友人をお誘い合わせのうえ、お出かけください。ご家族や友人をお誘い合わせのうえ、お出かけください。
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山
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ぐ
り

信
州
高
山
桜
め
ぐ
り

ト
レ
ッ
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ン
グ

ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

村
内
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所
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た
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①
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７
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。
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４
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㈯

◦
黒
部
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
、
髙
杜

神
社
を
経
由
し
て
水
中
の
し
だ

れ
桜
、
赤
和
観
音
の
し
だ
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Ｏ
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８
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開 
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８
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９
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午
後
２
時
～３
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頃

▼
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０
０
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に
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事
前
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込
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が
必
要
で
す
。

　

◆
信
州
高
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光
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会
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２
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４
月
１
日
㈪
～
４
月
30
日
㈫

の
桜
ま
つ
り
期
間
中
に
五
大
桜

（
水
中
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赤
和
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音
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井
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中
塩
）
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て
、
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内
協
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に
お
持
ち
い
た
だ
く
と
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特

典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
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典
は
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
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の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　
３３  

直
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等
の
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設

直
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所
等
の
開
設

　

一
部
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で
は
、
直
売
所

を
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設
し
、
地
元
農
産
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等
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し
ま
す
。

※
事
業
者
等
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に
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り
、
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更
に
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が
あ
り
ま
す
。
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桜
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イ
ト
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桜
ラ
イ
ト
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プ

　

ま
つ
り
期
間
中
は
、
水
中
を
除

く
四
大
桜
で
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を

行
い
ま
す
。

※
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
行
っ
て
い
る
た
め
、
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
の
日
時
は
不
定
期
と
な

り
ま
す
。

５５  

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

　

観
光
客
に
よ
る
車
両
混
雑
解

消
の
た
め
、「
赤
和
観
音
の
し
だ

れ
桜
」
周
辺
は
仮
設
信
号
機
に
よ

る
交
互
通
行
規
制
と
な
り
ま
す
。

　

桜
の
周
辺
で
は
、
交
通
誘
導
警

備
員
や
案
内
看
板
に
従
っ
て
通

行
し
、
所
定
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

６６  

そ
の
他

そ
の
他

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
千
本

松
チ
ェ
ー
ン
着
脱
所
で
、
桜
の
開

花
状
況
を
掲
示
し
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

桜
ま
つ
り
期
間
中
は
、
多
く
の

観
光
客
で
村
内
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
村
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　
（
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
）

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

最新の開花状況は
こちらから
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消防出初式を挙行します消防出初式を挙行します
～ 行進する消防団員に “ 声援 ” を ～～ 行進する消防団員に “ 声援 ” を ～

消防・防災

　消防出初式は、地域の火災予防意識の向上を図ることや消防への理解と信頼を深めるために行われる行事で、
その起源は、万治２年（西暦 1659 年）にまで遡ると言われています（東京消防庁調べ）。
　村では、毎年、年度当初の４月に１年間の無火災・無災害を祈念して、点検や分列行進を行うほか、長きにわ
たり消防団活動に尽力いただいた団員の表彰式などを行います。
　近年、特に風水害を中心とする災害が多発化・激甚化する中、消防団に求められる役割は多様化・複雑化して
おりますが、地域防災力の中核を担う消防団員の確保が喫緊の課題となっています。
　村民の皆さまにおかれましては、消防団活動にご理解をいただき、引き続きのご支援をお願いします。

▶日　時　４月７日㈰　午前 10 時～
▶場　所　高山中学校正門前
　　　　　 　（中学校校庭から正門前を通過し、中学校体育館まで行進します。）

消防団喇叭隊と吹奏楽団との合同演奏消防団喇叭隊と吹奏楽団との合同演奏
　昨年に続き、行進や式典において、消防団喇叭隊と役場の
女性職員の有志により結成した吹奏楽団「プティ・あんさん
ぶる」との合同演奏を行います。
　吹奏楽団「プティ・あんさんぶる」は、村民の皆さまと消
防団をつなぐ架け橋となり、それをきっかけに多くの方に消
防団の活躍を知ってもらえるよう、そして防火・防災への意
識づけに繋がるよう、今後も活動してまいりますので、応援
よろしくお願いします。

◆総務課危機管理防災係　☎２１４―２２６３

令和５年消防出初式行進のようす（高山中学校正門前）

令和５年消防出初式合同演奏のようす
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行
財
政
運
営

災
害
時
に
お
け
る
相
談
業
務
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た

役
場
庁
舎
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
す

災
害
対
策

　

２
月
19
日
㈪
に
、
長
野
県
弁
護
士
会

と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
談
業
務
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し

た
際
、
長
野
県
弁
護
士
会
所
属
の
弁
護

士
の
派
遣
に
よ
る
法
律
相
談
業
務
の
実

施
要
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
野
県
災
害
支
援
活
動
士
業

連
絡
会
（
県
弁
護
士
会
・
県
司
法
書
士

会
・
関
東
信
越
税
理
士
会
長
野
県
支
部

連
合
会
・
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
・
県

行
政
書
士
会
・（
一
社
）
長
野
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会
・（
一
社
）
長
野
県
中

小
企
業
診
断
協
会
・
県
社
会
保
険
労
務

士
会
の
８
団
体
で
構
成
）
と
の
連
携
が

必
要
な
場
合
に
は
、
そ
の
連
絡
調
整
等

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

次
の
よ
う
な
相
談
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

▼
相
談
分
野
の
例

◦
公
的
支
援
制
度
（
建
物
修
理
解
体
、

土
砂
撤
去
、
罹
災
証
明
等
）

◦
税
金

◦
不
動
産
所
有
権

◦
ロ
ー
ン
等

◦
火
災
保
険

◦
土
地
境
界

◦
そ
の
他
、
被
災
に
起
因
す
る
事
案

　

こ
の
協
定
締
結
に
よ
り
、
円
滑
か
つ

適
切
な
相
談
業
務
が
実
施
さ
れ
、
迅
速

な
被
災
者
支
援
に
つ
な
げ
る
体
制
が
整

い
ま
し
た
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
４
３

　

役
場
庁
舎
の
適
正
な
施
設
管
理
の
ほ

か
、
犯
罪
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
と
と

も
に
、
来
庁
さ
れ
る
皆
さ
ま
が
安
全
・

安
心
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
庁
舎
出
入
口
等
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
し
、
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

▼
設
置
場
所

　

高
山
村
役
場
庁
舎

▼
設
置
台
数

　

５
台
（
５
か
所
）

▼
運
用
開
始
日

　

４
月
１
日
㈪

　

こ
の
防
犯
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
画

像
は
、
犯
罪
捜
査
へ
の
協
力
の
場
合
な

ど
を
除
き
、
第
三
者
へ
の
閲
覧
や
提
供

は
行
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
記
録
さ
れ
た
映
像
は
一
定
期

間
経
過
後
に
自
動
消
去
す
る
と
と
も
に
、

常
時
監
視
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

◆
総
務
課
総
務
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
４
３

庁舎出入口用防犯カメラ

駐車場用防犯カメラ

左から内山村長、長野県弁護士会 山岸会長
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３月は「自殺予防月間」です  ～みんなで守ろう大切ないのち～

健　康

　村では、「高山村いのち支える自殺対策計画」を策定し、村民の皆さまと共にいのちを守る取り組みを行っています。
　令和６年度から令和 10 年度までの５年間を実施期間とする第２次計画を策定しましたので、村の主な取り組み
を紹介します。今後も村民の皆さまと一体となって「誰も自殺に追い込まれることのない高山村」を目指し、予
防対策を推進していきます。

村民一人ひとりの気づきと見守りの推進（ゲートキーパー活動）村民一人ひとりの気づきと見守りの推進（ゲートキーパー活動）
　ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る人のことです。
家族や地域、職場、保健、医療、教育などの場面において、誰もがゲートキーパーになれますので、養成講座へ
のご参加をお願いします。

生きることの促進因子を増やす生きることの促進因子を増やす
　自殺はその多くが追い込まれた末の死であり、自殺の背景には精神保健上の問題だけでなく、過労、生活困窮、
育児や介護疲れ、いじめや孤立などの様々な社会的要因があると言われています。庁内各課が横断的に連携しな
がら「生きることを支える取り組み」を推進してまいります。

「あれ、いつもと様子が違う」

「何か悩みが
ありそう」

気づき

妊娠期～学童期 成人期～

気になるサイン

悩みを抱えている
健康に不安がある
自殺をほのめかす

傾  聴 つなぎ 見守り

・妊娠期からの切れ目のない相談支援、
　産後ケア事業：随時（健康福祉課）
・子育て支援センター事業：通年
　（教育委員会）
・SOSの出し方教育
　（健康福祉課、高山中学校）
・障がい児（者）生活・支援相談
　（健康福祉課）
・奨学金貸与、就学援助費の支給相談
　（教育委員会）� など

・こころの相談室：月３回、こころのケア講座：年１回、
　ゲートキーパー養成出前講座：随時（健康福祉課）
・税・料金の納付相談：随時
　（住民税務課、建設水道課、健康福祉課）
・無料弁護士相談会：年６回、合同相談：年４回（総務課）
・心配ごと相談：年８回、介護予防事業：随時（健康福祉課、
　社会福祉協議会）
・消費生活相談：随時（住民税務課）
・中小企業資金融資、創業支援セミナー：（産業振興課）
・結婚相談、シニアクラブ活動、善意銀行くらしの資金貸付、
　生活福祉資金貸付事業：（社会福祉協議会）
・シニア学級、生涯学習講座：（教育委員会）
・配食サービス事業、認知症支援、生活保護の相談：（健康福祉課）
・介護者支援、サロン活動支援：（社会福祉協議会、健康福祉課）

　など

悩みごとを抱えていたら、一人で悩まないで相談してください。悩みごとを抱えていたら、一人で悩まないで相談してください。
◆高山村健康福祉課保健予防係　　　　　☎２４２―１２０２　平日午前８時 30 分～午後５時 15 分
◆長野保健福祉事務所健康づくり支援課　☎２２５―９０３９　平日午前８時 30 分～午後５時 15 分
◆長野県精神保健センター　　　　　　　☎２２６―０２８０　平日午前８時 30 分～午後５時 15 分
◆長野いのちの電話　　　　　　　　　　☎２２３―４３４３　年中無休　午前 11 時～午後 10 時

まずは話を聴く
必要な情報を伝える
専門の相談機関へつなぐ
その後も見守る
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令
和
６
年
度
の

が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

高
山
村
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

健　

康

保
育
・
教
育

乳
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

乳
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
を
対
象
と

し
て
次
の
と
お
り
乳
が
ん
検
診
（
超
音

波
検
査
）
及
び
肺
が
ん
検
診
（
Ｃ
Ｔ
）

を
実
施
し
ま
す
。

　

乳
が
ん
は
女
性
に
最
も
多
い
が
ん
で
、

罹
患
率
は
30
歳
か
ら
増
え
始
め
ま
す
。

ま
た
、
肺
が
ん
は
が
ん
死
亡
者
数
の
第

１
位
で
す
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
定
期
的
に

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
）

乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
）

▼
日　

時

　

４
月
５
日
㈮
、

　

４
月
10
日
㈬
～
12
日
㈮
、

　

４
月
17
日
㈬
、
18
日
㈭

　
　

午
前
９
時
～
午
後
２
時
15
分

▼
場　

所

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　

30
歳
以
上
の
女
性

▼
料　

金

　

１
，
２
０
０
円

肺
が
ん
検
診
（
Ｃ
Ｔ
）

肺
が
ん
検
診
（
Ｃ
Ｔ
）

▼
日　

時

　

４
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮

　
　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
15
分

▼
場　

所

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者

　

40
歳
以
上
の
男
女

▼
料　

金

　

２
，
０
０
０
円

※
10
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
の
方
は
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
令
和

７
年
３
月
31
日
時
点
）。

※
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
３
月

下
旬
に
検
診
の
詳
細
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
、

が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
保
健
予
防

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

　
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に
専
用
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
し
、「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
併
設
し
、
令
和

２
年
４
月
１
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
中
の
親
子
の
交
流
や
情
報
交

換
の
場
と
し
て
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
保

育
士
が
在
中
し
、「
子
育
て
支
援
」や「
相

談
活
動
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で

乳房超音波

肺 CT

わくわく広場（絵本の読みきかせ）のようす

を
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
保
健
師
に
よ
る
相
談
窓
口
で
す
。

こ
ん
な
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

◦
初
め
て
の
妊
娠
で
不
安

◦
出
産
の
準
備
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

◦
身
近
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い

◦
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
ば
か
り
で
つ
ら
い

◦
子
ど
も
の
成
長
発
達
で
気
に
な
る
と

こ
ろ
が
あ
る

◦
子
ど
も
を
連
れ
て
遊
び
に
行
け
る
と

こ
ろ
は
？

◦
予
防
接
種
の
受
け
方
が
わ
か
ら
な
い

　

な
ど

▼
場　

所

　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

内

▼
施
設
利
用
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
２
―
２
６
６
０

◆
教
育
委
員
会
子
育
て
学
校
教
育
係

　

☎
２
１
４
―
９
７
６
１

健 康
ポイント
対象事業
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マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
装
着
犬
や
室
内
犬
も

登
録
・
注
射
が
必
要
で
す

感
染
症

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い

主
（
所
有
者
及
び
管
理
者
）
は
、
飼
っ

て
い
る
犬
に
毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

予
防
注
射
の
持
ち
物

予
防
注
射
の
持
ち
物

①
ハ
ガ
キ

　

須
高
獣
医
師
会
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
に
つ
い

て
」
の
通
知

　

注
射
に
よ
る
事
故
防
止
の
た
め
、

ハ
ガ
キ
裏
面
の
問
診
票
に
記
入
し
、

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

②
注
射
料
金　

３
，
６
０
０
円

　

当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

新
た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
方

新
た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
方

　

新
た
に
犬
を
飼
育
し
、
登
録
を
済
ま

せ
て
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、
登
録
手

続
き
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

新
規
に
犬
を
登
録
さ
れ
る
方
は
、
予

防
注
射
料
金
と
は
別
に
登
録
料
（
３
，

０
０
０
円
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
環
境
大
臣
指
定
登
録
機
関

発
行
の
「
登
録
証
明
書
」
を
提
示
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
特
例
に
よ
り
登
録
料

は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
等
で
購
入
さ
れ
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
「
犬
と
猫

の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
情
報
登
録
」
に
登

録
済
み
で
あ
っ
て
も
、
役
場
で
必
ず
登

録
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
が
死
亡
ま
た
は

飼
い
犬
が
死
亡
ま
た
は

所
在
地
変
更
し
た
場
合

所
在
地
変
更
し
た
場
合

　

必
ず
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係
へ
届

け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
７

令和６年度 予約制出張年金相談が開催されます

狂犬病予防注射日程
期　日 時　間 場　　所

４月10日㈬

10 時～
10 時 20 分

高井トレーニング
センター駐車場

10 時 30 分～
10 時 50 分

除雪センター駐車場
（高山村役場東側）

11 時～
11 時 20 分

北部トレーニング
センター駐車場

11 時 30 分～
11 時 40 分

ふるさとセンター駐
車場（蕨温泉北側）

５月19日㈰ ９時～
９時 30 分 高山村役場駐車場

　年金事務所では、被保険者の皆さまの利便性を向上させるため、次のとおり出張年金相談を行います。予約が
必須となりますので、あらかじめ長野北年金事務所へお電話ください。なお、予約の際は基礎年金番号の分かる
年金手帳や年金証書を準備してください。

▶開設時間　各会場とも午前 10 時から午後３時まで　▶相談内容　受給年金の内訳、年金制度全般についてなど

※相談時間は１件につき 30 分です。（最終の相談開始時刻は午後２時 30 分です。）
※予約状況によってはご希望の日時に予約できない場合があります。
※定員に達した時点で予約は終了となります。予約を取り消す場合は相談日の前日までにご連絡ください。
▶予約申込先　長野北年金事務所（長野市吉田３- ６-15）　お客様相談室　☎２４４―４０９７

◆住民税務課生活環境係　☎２１４―９２６７

中野市【会場】：中野市中央公民館（中野市三好町 1-4-27）

飯山市【会場】：飯山商工会議所（飯山市飯山 2239-1）

相談日 4/2 ㈫ 5/7 ㈫ 6/4 ㈫ 7/2 ㈫ 8/6 ㈫ 9/3 ㈫ 10/1 ㈫ 11/5 ㈫ 12/3 ㈫ 1/7 ㈫ 2/4 ㈫ 3/4 ㈫
予約受付

期間
3/1
～ 3/28

3/29
～ 4/30

5/1
～ 5/30

5/31
～ 6/27

6/28
～ 8/1

8/2
～ 8/29

8/30
～ 9/26

9/27
～10/30

10/31
～11/28

11/29
～12/26

12/27
～ 1/30

1/31
～ 2/27

相談日 4/25 ㈭ 5/23 ㈭ 6/27 ㈭ 7/25 ㈭ 8/22 ㈭ 9/26 ㈭ 10/24 ㈭ 11/28 ㈭ 12/26 ㈭ 1/23 ㈭ 2/27 ㈭ 3/27 ㈭
予約受付

期間
3/26
～ 4/22

4/23
～ 5/20

5/21
～ 6/24

6/25
～ 7/22

7/23
～ 8/19

8/20
～ 9/20

9/24
～10/21

10/22
～11/25

11/26
～12/23

12/24
～ 1/20

1/21
～ 2/21

2/25
～ 3/24

保険・年金
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水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
を
再
開
し
ま
す

適
正
な
農
薬
散
布
と

畦
畔
の
管
理
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農　

業

上
下
水
道

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
２
か
月

に
１
度
、
奇
数
月
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、

１
月
の
検
針
は
積
雪
の
た
め
実
施
せ
ず
、

暫
定
水
量
に
よ
り
上
下
水
道
料
金
を
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
月
か
ら
メ
ー
タ
ー
検

針
を
再
開
し
、
精
算
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

検
針
の
時
期
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
期　

３
月
中
旬
か
ら
下
旬

　
　
　
　
（
積
雪
期
間
の
精
算
）

第
２
期　

５
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
３
期　

７
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
４
期　

９
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
５
期　

11
月
中
旬
か
ら
下
旬

第
６
期
※
検
針
な
し

（
積
雪
の
た
め
、暫
定
水
量
に
よ
る
請
求
）

　

検
針
時
に
は
、
村
が
委
託
す
る
検
針

員
が
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
て

使
用
し
た
水
量
を
確
認
し
ま
す
の
で
、

検
針
が
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

次
の
点
に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
や
周

辺
に
物
を
置
か
な
い
。

◦
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
の
雪

か
き
を
す
る
。

　

高
山
村
は
、
人
と
自
然
に
や
さ
し
い

安
全
で
安
心
な
環
境
保
全
型
農
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

農
産
物
は
、
食
品
衛
生
法
で
定
め
ら

れ
た
一
定
基
準
を
超
え
る
農
薬
の
残
留

が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
流
通
が
制
限
さ

れ
ま
す
。
農
産
物
の
流
通
が
制
限
さ

れ
な
い
よ
う
、
農
薬
を
散
布
す
る
際
は
、

次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
周
り
の
作
物
に
も
配
慮
し
、
登
録
さ

れ
た
農
薬
の
み
を
注
意
事
項
に
従
っ

て
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ほ
場
外
へ
の
飛
散
防
止
の
た
め
、
風

の
強
さ
や
風
向
き
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

③
農
薬
を
散
布
す
る
際
は
、
ほ
場
周
辺

の
栽
培
者
や
住
民
に
事
前
に
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い
。
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
な
ど
、
連
絡

を
密
に
し
て
く
だ
さ
い
。

④
散
布
機
の
タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
に
農
薬

が
残
ら
な
い
よ
う
、
き
れ
い
に
洗
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
洗
浄
水
は

適
切
に
処
理
し
、
河
川
や
用
水
路
に

絶
対
に
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
周
辺
に
生

ご
み
な
ど
を
放
置
し
な
い
。

◦
犬
は
メ
ー
タ
ー
検
針
に
支
障
の
な
い

場
所
へ
繫
い
で
お
く
。

　

ま
た
、
検
針
時
に
は
、
気
が
付
か
な

い
漏
水
を
発
見
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

漏
水
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
水
道
料
金

は
発
生
し
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
水
道

メ
ー
タ
ー
を
見
る
習
慣
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
パ
イ

ロ
ッ
ト
メ
ー
タ
ー
（
メ
ー
タ
ー
器
中
の

水
の
流
れ
を
示
す
も
の
）
が
回
転
し
て

い
る
場
合
は
、
漏
水
が
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
村
指
定
工
事
店
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

◆
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
７

水道メーター

パイロットパイロット
メーターメーター

⑤
農
薬
の
使
用
内
容
が
証
明
で
き
る

よ
う
、
農
薬
等
の
使
用
記
録
を
必

ず
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
付
近
で
は
、

通
学
時
間
帯
を
避
け
て
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

　

農
薬
の
使
用
方
法
等
詳
し
く
は
、

次
の
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
長
野
農
業
農
村
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
３
４
―
９
５
３
４

◦
な
が
の
農
協

高
山
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
５
―
０
０
４
５

　

ま
た
、
畦
畔
の
除
草
の
た
め
、
大

量
に
除
草
剤
を
使
用
し
て
い
る
方
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

除
草
剤
の
大
量
使
用
に
よ
り
、
近

隣
田
畑
等
へ
の
除
草
剤
の
流
入
や
、

畦
畔
を
保
全
し
て
い
る
草
の
根
が
絶

え
る
こ
と
で
畦
畔
の
崩
落
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

畦
畔
の
除
草
は
、
刈
り
払
い
機
等

の
使
用
や
、
適
量
で
の
除
草
剤
散
布

で
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８
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協
力
隊
活
動
日
記

地域おこし

宝
く
じ
の
助
成
金
で

歩
行
型
除
雪
機
を
導
入
し
ま
し
た

地
域
活
性
化

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

村
で
は
、
協
働
に
よ
る
村
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ

く
り
に
対
し
て
支
援
を
行
い
、
地
域
の

活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業

収
入
を
財
源
に
、
一
般
財
団
法
人
自
治

総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、
歩

行
型
除
雪
機
を
２
台
導
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
歩
行
型
除
雪
機
は
、
天
神
原
区

と
久
保
区
に
貸
与
し
、
冬
期
間
に
お
け

る
生
活
道
路
の
確
保
の
た
め
、
協
働
に

よ
る
除
雪
作
業
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

冬
期
間
の
安
全
・
安
心
な
道
路
等
の

確
保
を
図
る
た
め
、
除
雪
作
業
に
あ

た
っ
て
は
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
総
務
課
企
画
政
策
係

　

☎
２
１
４
―
２
２
６
３

◆
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
７

つ
な
が
り
作
り
の
お
と
な
保
育
園

　

私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

活
動
す
る
中
で
意
識
し
て
い
る
こ
と

の
一
つ
。
そ
れ
は『
き
っ
か
け
』や『
つ

な
が
り
』
を
作
る
こ
と
。

　

協
力
隊
と
し
て
活
動
で
き
る
期
間

は
お
お
む
ね
１
年
か
ら
３
年
と
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
が
主
体
と

な
っ
て
様
々
な
こ
と
を
や
り
続
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
ら
ば
私
は
、

新
た
な
こ
と
が
始
ま
る
き
っ
か
け
や

人
が
つ
な
が
れ
る
き
っ
か
け
を
作
ろ

う
と
い
う
思
い
で
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
つ
な
が
り
」
か
ら
は
新
た
な
関

係
や
何
か
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
。

そ
う
信
じ
て
企
画
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
が
「
お
と
な
保
育
園
」
で
す
。

　

ち
ょ
っ
と
へ
ん
て
こ
り
ん
な
名
前

で
す
が
、
大
人
だ
っ
て
保
育
園
の
子

ど
も
た
ち
の
よ
う
に
新
し
い
お
友
だ

ち
を
作
っ
て
交
流
し
た
り
、
楽
し
く

新
し
い
こ
と
を
学
ん
だ
り
し
て
も
い

い
し
な
い
？
と
い
う
気
持
ち
で
企
画

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
と
し
て
は
同
じ
趣
味
や
興
味

を
持
つ
人
た
ち
が
集
ま
り
交
流
す
る

と
い
う
も
の
。
テ
ー
マ
は
そ
の
時
々

で
「
英
会
話
」
だ
っ
た
り
「
編
み
物
」

だ
っ
た
り
、
色
ん
な
人
が
興
味
の
あ

る
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
高
山
村
に
関
連
す
る
こ
と

も
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
入
れ
、
つ
な

が
り
を
作
る
と
と
も
に
こ
の
地
域
へ

の
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
も
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

高
山
村
の
食
べ
物
や
慣
習
な
ど
に

詳
し
い
方
に
も
ぜ
ひ
協
力
い
た
だ
き

た
い
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

◆
定
住
支
援
室
定
住
支
援
係

　
☎
２
１
４
︱
９
２
９
８

地
域
お
こ
し
協
力
隊

渋
澤　
光テーマ「指編み」の時の様子

導入した歩行型除雪機
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Ａさん宅のカレンダー

知
っ
て
く
だ
さ
い「
認
知
症
」

福
祉
の
ひ
ろ
ば

当
事
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

当
事
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

３
年
前
に
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
村

内
在
住
の
Ａ
さ
ん
（
70
代
男
性
）。
現

在
、
奥
様
と
二
人
で
生
活
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
Ａ
さ
ん
ご
夫
婦
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

診
断
さ
れ
た
と
き
の
こ
と

Ａ
さ
ん
：
覚
え
て
い
な
い
で
す
ね
。
認

知
症
っ
て
言
わ
れ
て
も
さ
、
す
ぐ
に
ピ

ン
と
出
て
こ
な
い
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ

る
け
ど
、
自
分
と
し
て
は
困
る
こ
と
は

な
い
ん
だ
よ
ね
。
年
も
年
だ
し
、
た

だ
元
気
で
毎
日
い
ら
れ
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
。
今
で
も
体
は
元
気
で
い
る
か

ら
さ
。

妻
：
私
は
ね
、
認
知
症
っ
て
い
う
の
は

80
歳
過
ぎ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
っ
て
た
の
。
だ
か
ら
け
っ
こ

う
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
ね
、
ま
さ
か
お
父

さ
ん
が
70
代
で
な
る
と
は
。

気
付
い
た
き
っ
か
け

妻
：
旅
行
に
行
っ
た
と
き
、
ホ
テ
ル
の

中
で
立
ち
止
ま
っ
て
は
道
を
聞
い
て
い

る
の
を
見
て
「
あ
れ
？
」
と
思
っ
て
。

お
互
い
に
一
言

Ａ
さ
ん
：
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
、
い
つ

ま
で
も
面
倒
み
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

妻
：
現
状
維
持
で
お
願
い
し
ま
す
。
こ

れ
以
上
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
自
分

で
も
工
夫
し
て
い
ろ
い
ろ
や
っ
て
い
か

な
い
と
ね
。

　

Ａ
さ
ん
、
奥
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

Ａ
さ
ん
ご
夫
婦
の
よ
う
に
、
ご
自
身

や
ご
家
族
等
で
心
配
な
症
状
が
あ
る
場

合
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
３

娘
の
家
に
行
こ
う
と
し
た
と
き
も
道
が

分
か
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
よ

ね
。「
道
教
え
て
く
れ
や
」
っ
て
言
う
で

し
ょ
。
そ
れ
で
「
あ
れ
？
こ
ん
な
近
く

の
道
で
も
分
か
ら
な
い
の
か
な
あ
」
っ

て
思
っ
て
。
そ
れ
ま
で
は
病
院
も
本
人

一
人
で
行
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
私
も

一
緒
に
行
っ
て
相
談
し
ま
し
た
。

診
断
後
の
生
活

Ａ
さ
ん
：
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
っ

た
の
が
不
便
で
さ
。
認
知
症
に
な
っ
た

か
ら
車
は
処
分
し
ち
ゃ
っ
た
。
も
し
何

か
あ
っ
た
ら
困
る
か
ら
っ
て
言
わ
れ
て
。

最
近
は
だ
い
ぶ
慣
れ
て
き
た
け
ど
、
あ

の
時
は
切
な
か
っ
た
よ
。

妻
：
ま
だ
運
転
に
こ
だ
わ
り
は
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
？
免
許
証
は
返
し
た
が
ら
な

い
。
運
転
は
で
き
な
い
け
ど
、
ま
だ
未

練
が
あ
る
ん
だ
よ
。

　

先
生
（
か
か
り
つ
け
医
）
が
何
か
や

ら
せ
た
方
が
い
い
っ
て
言
う
か
ら
、
お

父
さ
ん
に
食
器
洗
い
と
廊
下
の
掃
除
は

毎
日
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
時
々
お
風

呂
掃
除
、
ト
イ
レ
掃
除
、
お
米
と
ぐ
の

は
毎
日
、
ご
飯
の
用
意
も
私
が
横
に
い

て
た
ま
に
一
緒
に
や
る
の
。
味
見
も
し

て
も
ら
っ
て
。

Ａ
さ
ん
：
昔
ち
ょ
こ
っ
と
や
っ
た
こ
と

は
あ
る
け
ど
、
あ
と
は
ほ
と
ん
ど
や
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
先
生
に
も
家
事

を
や
れ
ば
頭
の
方
に
も
い
い
っ
て
言
わ

れ
た
ん
だ
よ
。

毎
日
の
日
課

Ａ
さ
ん
：
歩
い
て
ま
す
。
日
課
で
す
。

妻
：
１
時
間
も
歩
く
か
ら
足
痛
く
な
る

ん
だ
よ
。

Ａ
さ
ん
：
無
駄
に
は
歩
い
て
な
い
よ
。

毎
日
歩
き
た
い
か
ら
歩
く
ん
だ
よ
。

妻
：
先
生
は
散
歩
コ
ー
ス
を
決
め
る
よ

う
に
っ
て
言
っ
て
た
よ
。
認
知
症
の
人

は
特
に
。
あ
と
で
探
す
と
き
に
大
変
だ

か
ら
ね
。

Ａ
さ
ん
：
俺
は
あ
っ
ち
こ
っ
ち
行
き
た

い
ん
だ
よ
。
だ
い
た
い
１
時
間
を
目
安

で
。
自
分
の
体
の
た
め
に
も
ね
。
先
生

に
も
家
で
ご
ろ
ご
ろ
し
て
た
ら
だ
め
、

毎
日
少
し
は
歩
い
た
ほ
う
が
い
い
っ
て

言
わ
れ
て
。
そ
れ
か
ら
だ
よ
、
歩
く
よ

う
に
な
っ
た
の
は
。

生
活
の
工
夫

妻
：
今
日
何
日
か
分
か
ら
な
い
か
ら
家

じ
ゅ
う
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
印
し
て
。
あ

れ
見
れ
ば
分
か
る
で
し
ょ
？

Ａ
さ
ん
：
分
か
る
。
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２月の高山分署の出動状況（２月１日～２月 29 日）

〈お問い合わせ〉
◆消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
　☎２４５―１１１９
◆お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ
　☎２４８―０１１９

たき火についてたき火について
　これからの季節は、空気が乾燥し火災が発生しや
すい時期です。
　たき火をする際は消防署へ届出し（電話連絡でも
可）、焚いている間はその場所を離れず、離れる際は
完全に消火できているか確認しましょう。
　また、風の強い日や空気が乾燥している日は避け
るなど、火災予防にご協力をお願いします。

ぎっくり腰に注意！ぎっくり腰に注意！
　３月は引っ越しのシーズンです。新天地へ向け、
夢と希望に満ち溢れている方も多いことでしょう。
そんな矢先、引っ越しで荷物を運んでいたら「ぎっ
くり腰」に…なんてことが起きないように、物を持
ち上げる時のポイントをご紹介します。
○重い物を持ち上げる時には、胸を張った状態で、

膝の曲げ伸ばしを使って持ち上げる。
○床に落ちた物を拾うなど、何気ない動作の際、腰

を折り曲げずに膝を折り曲げて屈み、上半身は伸
ばしたままの状態で行う。

　「ぎっくり腰」には、発症した人の数だけ原因があ
ると言われています。普段、デスクワークなどで座っ
ていることが多い方や、腰に疲労がたまっていると
感じる方は、ストレッチをするなどして予防するよ
うにしましょう。

消 防 情 報
高山中学校

319

令和５年度の集大成令和５年度の集大成
　卒業式に歌う「さくら（独
唱）」の練習を全校で行って
います。音楽の時間に、練
習したり指導を受けたりす
るのはもちろんですが、音
楽集会の時間に生徒会が運
営する合唱練習も行っています。まずは、ソプラノ
が会議室、アルトが音楽堂、テノール（バス）が音
楽室と分かれてパート練習です。３年生の安定した
歌声を１、２年生は耳から学び、歌声を重ねていき
ます。今年の３年生からこのように学べるのも最後
です。このメンバーで合唱するのも最後の機会です。
卒業式には、全校合唱「さくら（独唱）」が美しく体
育館に響くことになるでしょう。
　ほかの教科でも１年間のまとめを行っています。
　美術科では、１年生が「My はし（木材加工）を
仕上げています。１年生の箸は、もともと全員同じ
角箸でした。それを、「自分の手に合うように」削り
だしました。生徒によっては、短く仕上げたり、長
いままだったりします。
　また、手になじむよう角を取り、丸箸にしたり、
滑り止めの溝をつけたりしました。本当に使いやす
くなったのかを確かめるため、小豆をつかんで確認
していました。生徒同士が、互いに認め合い、学び
あう姿があります。

＊＊生徒の感想＊＊
　手ざわりをよくするために、紙やすりでたくさん
削った。先は、粗く削って小豆を取れやすくした。
＊＊友より＊＊
　持つところが四角
で持ちやすい。箸の
先端に隙間が無く、
すごく小豆が取りや
すかった。

区　分
当月出動件数 本年度累計出動件数

（令和５年４月１日～２月29日）
うち村内 うち村内

火　災 0 0 8 4
調　査 0 0 7 5
救　急 32 24 343 273

計 32 24 358 282

地域の皆さまへ
　本年度の中学校の教育活動へのご理解ご協力をあり
がとうございました。今後もよろしくお願いします。
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信
州
高
山
ム
ラ
ビ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

高
山
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

エ
ク
セ
ラ
ン
高
等
学
校
学
生
デ
ザ
イ
ン
の

　

堀
之
内
上
バ
ス
停
パ
ネ
ル
が

完
成
し
ま
し
た
！

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
多
目
的
ホ
ー
ル

　
　

人
工
芝
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　

２
月
18
日
㈰
に
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、

株
式
会
社Goolight

高
山
村
開
局
20
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
第
２
弾
と
し
て
「
信
州
高
山
ム
ラ
ビ
ト
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
た
か
や
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
送

中
の
「
輝
き
！
ム
ラ
ビ
ト
図
鑑
」
の
番
外
編
と
し
て
、

出
演
者
ら
に
よ
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
将
棋
棋
士

の
杉
本
昌
隆
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
、
会
場

に
訪
れ
た
方
か
ら
は
「（
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
）
な
ぜ
都
会
か
ら
高
山
村
に
移
住
し
て
き
た
の
か
な

ど
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
。」
と
い
っ
た
声
や
、「（
講

演
会
に
つ
い
て
）
物
事
を
と
て
も
広
い
視
野
で
考
え
ら

れ
て
い
る
方
な
の
だ
と
感
じ
た
」
と
い
っ
た
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
の
広
報
活
動
を
支
援
す
る
楽
団
「
プ

テ
ィ
・
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
」
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

高
山
村
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
教
育
機
関
関
連
事
業

の
一
環
と
し
て
、
エ
ク
セ
ラ
ン
高
等
学
校
美
術
科
２
年

生
４
名
（
松
本
市
）
に
堀
之
内
上
バ
ス
停
パ
ネ
ル
を
デ

ザ
イ
ン
・
作
成
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
１
月
26
日

㈮
に
パ
ネ
ル
発
表
会
を
行
い
、
発
表
会
で
は
学
生
か
ら

作
成
へ
の
思
い
を
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
村
長
か
ら
記

念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
は
「
星
と
ワ
イ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
山
田
牧
場
の
星
空
と
高
山
村
ワ
イ
ン
の
上

品
さ
が
伝
わ
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
そ
う
で
す
。

　

バ
ス
を
利
用
す
る
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
長
年
の
利
用

に
よ
っ
て
人
工
芝
の
下
地
路
盤
に
凹
凸
が
生
じ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
競
技
で
は
ボ
ー
ル
が
真
っ
直
ぐ
に
転
が
ら
な

い
な
ど
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
凹
凸
を
改
善
す
る
た
め
、
下
地
路
盤
を
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
し
、
人
工
芝
も
新
し
く
入
れ
替
え
、

２
月
末
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

完
成
後
は
、
早
速
、
村
内
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
者

の
方
々
が
、「
真
っ
直
ぐ
に
転
が
る
ぞ
！
」「
き
れ
い
な

人
工
芝
で
気
持
ち
い
い
！
」
な
ど
と
プ
レ
ー
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「輝き！ムラビト図鑑」ディスカッション

「プティ・あんさんぶる」オープニング演奏

星とワインをテーマにしたパネルと作成した学生４名

多目的ホールの新しい人工芝
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

●お知らせ

役

役

「
忘
れ
な
い　

山
の
恵
み
と　

火
の
始
末
」

　

３
月
1
日
㈮
か
ら
５
月
31
日
㈮
ま
で
、

春
の
山
火
事
予
防
運
動
実
施
期
間
で
す
。

　

特
に
春
先
は
、
降
雨
量
が
少
な
く
空

気
が
乾
燥
す
る
こ
と
や
野
外
で
の
作
業

が
活
発
に
な
り
、
山
林
へ
の
出
入
り
が

多
く
な
る
た
め
、
山
林
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
、
不
注
意
に
よ
る

も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
近
年
で
は
、

家
の
庭
先
や
田
畑
の
周
り
で
の
た
き
火

か
ら
山
林
に
燃
え
広
が
る
事
例
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
高
山
村
の
財
産
で
あ

る
「
森
林
」
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
山
火
事
予
防
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

◦
風
の
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て

い
る
時
、
ま
た
、
枯
草
の
近
く
な
ど
、

周
囲
に
燃
え
広
が
る
恐
れ
の
あ
る
場

所
で
は
、
火
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
、
た
き
火
を
し
な
い
。

◦
た
き
火
な
ど
火
気
の
使
用
中
は
そ
の

場
所
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に

消
火
す
る
。

◦
タ
バ
コ
は
、
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫

　

村
で
は
、
村
内
の
空
き
家
の
有
効
活

用
を
進
め
、
村
へ
の
移
住
・
定
住
の
促

進
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
「
高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を
「
売
り
た
い
」、ま
た
は
「
貸

し
た
い
」
方
の
住
宅
を
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、村
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
公
開
し
情
報
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、
登
録
件
数
16
件
・

成
約
件
数
10
件
、
令
和
５
年
度
は
、
２

月
末
時
点
で
、
登
録
件
数
16
件
・
成
約

件
数
18
件
の
実
績
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
は
所
有
者
だ
け
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
防
災
・
衛
生
・
景
観
等

様
々
な
面
で
隣
近
所
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
空
き
家

の
放
置
に
よ
っ
て
損
傷
が
進
む
と
、
補

修
・
修
繕
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
か
え
っ

て
費
用
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

空
き
家
の
有
効
活
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、「
高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

定
住
支
援
室
定
住
支
援
係 

県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー

令
和
７
年
度
採
用
の
看
護
師
・
助
産
師

を
募
集
し
て
い
ま
す

第
１
回
試
験
日
・
試
験
地

　

４
月
27
日
㈯
・
長
野
市

　

５
月
11
日
㈯
・
松
本
市

第
２
回
試
験
日

　

６
月
29
日
㈯
・
長
野
市

第
３
回
試
験
日

　

８
月
４
日
㈰
・
長
野
市

　

県
立
信
州
医
療
セ
ン
タ
ー
看
護
部
長

　

☎
２
４
５
―
１
６
５
０

　

地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院

　

機
構
本
部
事
務
局
人
事
課
採
用
担
当

　

☎
２
３
５
―
７
１
５
６

山
火
事
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

須
高
３
病
院
で
看
護
職
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ト
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・
看
護

補
助
者
の
募
集
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す

新
生
病
院

令
和
７
年
度
採
用
の
看
護
師
・
介
護
福

祉
士
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

見
学
、
採
用
試
験
は
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
新
生
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

直
接
応
募
で
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
本

採
用
時
に
お
祝
い
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

新
生
病
院
人
財
部
人
事
課

　

☎
２
４
７
―
２
０
３
３

看
護
補
助
者
（
パ
ー
ト
）
の
募
集
も
行
っ

て
い
ま
す

轟
病
院

随
時
、
看
護
師
（
正
職
員
）・
看
護
補
助

者
（
正
職
員
）
を
募
集
し
て
い
ま
す

※
詳
し
く
は
、
轟
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

轟
病
院
看
護
部
長　

五
十
嵐

　

☎
２
４
５
―
０
１
２
６

　

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず
消
す
と
と
も

に
投
げ
捨
て
な
い
。

　

森
林
は
、
私
た
ち
の
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
す
。
大
切
な
森
林
を
、
皆
さ

ま
の
手
で
山
火
事
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　　

産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

チャ

問

問問

問
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役　
（
一
社
）
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

及
び
（
公
社
）
日
本
不
動
産
鑑
定
士
協

会
連
合
会
で
は
、
不
動
産
評
価
等
に
関

す
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

不
動
産
評
価
に
関
す
る
事
項
に
関
し

て
不
動
産
鑑
定
士
に
相
談
で
き
ま
す
。

日　

時

　

４
月
５
日
㈮

　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所

　

長
野
市
役
所
第
１
庁
舎

　

５
階　

会
議
室
１
５
１

相
談
内
容

売
買
、
交
換
、
相
続
、
借
地
、
担
保
、

賃
貸
等
に
係
る
不
動
産
評
価

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

　
（
一
社
）
長
野
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
２
２
５
―
５
２
２
８

　

昨
年
は
高
山
村
で
将
棋
の
名
人
戦
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年
は
囲
碁
の

第
79
期
本
因
坊
戦
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期　

日　

５
月
23
日
㈭

会　

場　

山
田
温
泉

　
　
　
　
「
緑
霞
山
宿　

藤
井
荘
」

　

本
因
坊
戦
は
囲
碁
の
７
大
タ
イ
ト
ル

の
１
つ
で
、
全
５
局
の
う
ち
先
に
３
勝

し
た
棋
士
に
本
因
坊
の
称
号
が
与
え
ら

れ
ま
す
。
現
在
の
本
因
坊
は
一
力
遼
九

段
で
す
。

　

本
因
坊
戦
の
開
催
に
合
わ
せ
た
関
連

イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、

●お知らせ

一
般
幹
部
候
補
生

概　

要

　

幹
部
候
補
生
学
校
へ
入
隊
し
、
約

１
年
の
教
育
を
経
て
幹
部
自
衛
官
に

任
官
し
ま
す
。

資　

格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

受　

付

　

３
月
１
日
㈮
～
４
月
12
日
㈮

試
験
日

　
〈
１
次
試
験
〉

　
　

４
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　
〈
２
次
試
験
〉

　
　

５
月
24
日
㈮
～
５
月
30
日
㈭

　
　

の
い
ず
れ
か
１
日
程
度

　
〈
３
次
試
験
〉

　
　

※
海
・
空
飛
行
要
員
の
み

　
　

海
：
６
月
20
日
㈭
～
６
月
24
日
㈪

　
　

空
：
７
月
13
日
㈯
～
８
月
１
日
㈭

第
１
回
一
般
曹
候
補
生

概　

要

　

自
衛
隊
の
中
核
と
な
る
自
衛
官
を

目
指
し
ま
す
。

資　

格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

受　

付

　

３
月
１
日
㈮
～
５
月
７
日
㈫

試
験
日

　
〈
１
次
試
験
〉

　
　

５
月
17
日
㈮
～
５
月
26
日
㈰

　
　

の
い
ず
れ
か
１
日

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

不
動
産
鑑
定
士
無
料
相
談
会

の
ご
案
内

囲
碁
の「
本
因
坊
戦
」が

開
催
さ
れ
ま
す

問

　
〈
２
次
試
験
〉

　
　

６
月
15
日
㈯
～
６
月
30
日
㈰

　
　

の
い
ず
れ
か
１
日

　

詳
し
く
は
、
自
衛
官
募
集
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部

長
野
地
域
事
務
所

　

☎
２
３
５
―
６
０
２
６

内
容
が
決
ま
り
次
第
改
め
て
広
報
誌
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

問

輝
き
！
ム
ラ
ビ
ト
図
鑑 

№
20

「
住
民
の
生
活
支
え
る

　
除
雪
作
業
と
建
設
工
事
」

▼
初
回
放
送

　
３
月
25
日
㈪　
９
時
～

　
住
民
の
生
活
を
支
え
、
地
域
の

安
全
や
環
境
を
守
る
建
設
業
の
現

場
に
密
着
！

　
キ
ャ
リ
ア
32
年
の
山
本
仁
一
さ

ん
を
取
材
し
ま
し
た
。

た
か
や
ま
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
１
２
２
ch
）
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村
で
は
、
令
和
５
年
９
月
、「
高
山
村
人
権
に
関
す
る
住

民
意
識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
満
20
歳
以
上
と
な
る
村
内
在
住
者
か
ら
、
無

作
為
に
抽
出
し
た
５
０
０
人
に
調
査
用
紙
を
送
り
、
そ
の
内

１
９
４
人
か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
（
回
収
率
38
・
８
％
）。

　
主
な
回
答
結
果
を
掲
載
し
ま
す
。

　

問
23
「
人
権
侵
害
を
受
け
た

経
験
」
の
問
い
に
対
し
、
家
族

を
含
め
て
、
差
別
や
人
権
侵

害
を
受
け
た
と
感
じ
た
こ
と

が
「
あ
る
」
と
し
て
い
る
人
は

18
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
す
る
設
問
と
し

て
問
24-
１
過
去
５
年
間
に
家

族
を
含
め
て
、
差
別
や
人
権
侵

害
を
受
け
た
と
感
じ
た
こ
と

「
高
山
村
人
権
に
関
す
る
住
民
意
識
調
査
」を

実
施
し
ま
し
た

人
権
侵
害
に
つ
い
て
の
経
験

人
権
侵
害
に
つ
い
て
の
経
験

が
「
あ
る
」
と
し
て
い
る
人
は

12
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
人
権
侵
害
の
内
容
は
、

問
24-

２
過
去
５
年
間
に
家
族

を
含
め
て
、
差
別
や
人
権
侵

害
を
受
け
た
と
感
じ
た
こ
と
が

「
あ
る
」
と
し
て
い
る
人
の
具

体
的
な
内
容
と
し
て
は
、「
悪

口
、
噂
、
か
げ
口
を
言
わ
れ
た
」

が
６
割
を
超
え
、「
仲
間
は
ず

し
や
無
視
さ
れ
た
」、「
名
誉
や

信
用
を
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
侮

辱
を
受
け
た
り
し
た
」
が
続
い

て
い
ま
す
。

問 23

問24-1

問24-2

ないない
79.4％79.4％

ないない
83.0％83.0％

無回答  2.6％無回答  2.6％

n=194n=194

n=194n=194

無回答無回答
4.1％4.1％

64.064.0

52.052.0

36.036.0

12.012.0

12.012.0

12.012.0

4.04.0

4.04.0

あるある
18.0％18.0％

あるある
12.9％12.9％

悪口、噂、かげ口を
言われた

0 20 40 60 80
（％）

仲間はずしや
無視された

名誉や信用を傷つ
けられたり、侮辱
を受けたりした

差別待遇を受けた

プライバシーを侵
害された（他人に
知られたくない個
人情報を知られた）
セクシャル・ハラ
スメントされた（性
的ないやがらせ）

暴力・脅迫・強要
された

ストーカー的行為
をされた

今までに、あなたや家族の方が差別
をはじめとする人権侵害を受けたこ
とがありますか。

［質問 24-1 で「ある」と答えた方
におたずねします。］その人権侵
害はどのようなことでしたか。
（複数回答可）

過去５年間を振り返って下さい。あなたや家族
の方が差別をはじめとする人権侵害を受けたこ
とがありますか。

n=194n=194
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問
２
関
心
の
あ
る
人
権
問
題
と

し
て
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
人
権
侵
害
」、「
障
が
い
者
」

が
５
割
を
超
え
て
お
り
、
次
に
、

「
高
齢
者
」、「
女
性
」、「
子
ど
も
」

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

問
17-

１
同
和
問
題
に
つ
い
て

の
認
識
状
況
を
み
る
と
、「
ど
こ

に
も
な
い
」
と
し
て
い
る
人
は

6.3
％
と
少
な
く
、「
ほ
か
に
は
あ

る
と
思
う
が
、
高
山
村
に
は
な
い

ト
に
よ
る
人
権
侵
害
」
に
関
し
て

は
、
他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
内
容

の
掲
載
、
闇
バ
イ
ト
募
集
サ
イ
ト

な
ど
犯
罪
の
誘
発
、
差
別
を
助
長

す
る
内
容
の
掲
載
な
ど
。「
障
が

い
者
」
に
関
し
て
は
、
障
が
い
者

に
対
す
る
理
解
不
足
、
就
職
・
職

関
心
の
あ
る
人
権
問
題

関
心
の
あ
る
人
権
問
題

同
和
問
題
に
関
す
る
意
識

同
和
問
題
に
関
す
る
意
識

場
で
の
不
利
な
扱
い
、
差
別
的
な

言
動
な
ど
。「
高
齢
者
」
に
関
し

て
は
、
認
知
症
に
関
す
る
理
解
不

足
、
経
済
的
自
立
が
困
難
、
特
殊

詐
欺
な
ど
の
被
害
な
ど
。「
女
性
」

に
関
し
て
は
、
男
女
の
固
定
的
な

役
割
分
担
意
識
の
押
し
付
け
、
セ

ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的

嫌
が
ら
せ
）、
差
別
待
遇
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問２

問17-1

と
思
う
」
と
す
る
人
が
14
・
４
％
、

「
高
山
村
に
も
ま
だ
あ
る
と
思
う
」

が
21
・
１
％
で
や
や
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。「
わ
か
ら
な
い
」
と
す

る
人
も
28
・
２
％
い
ま
す
。

n=194n=194

n=194n=194

インターネットによる人権侵害

子ども

北朝鮮によって拉致された被害者

人身取引（性的サービスや労働に強要等を目的とした人心取引）

高齢者

性的思考（異性愛・同性愛・両性愛）

外国人

アイヌの人々

死刑制度

障がい者

性同一性障害（生物学的な性とこころが一致しない者）

同和問題

ホームレス

中国帰国者（永住帰国した中国残留邦人等）

HIV 感染者・エイズ患者

女性

犯罪被害者やその家族

刑を終えて出所した人

ハンセン病患者・元患者等

その他

55.755.7

54.154.1

41.241.2

39.739.7

35.135.1

33.533.5

24.224.2

19.619.6

18.018.0

14.914.9

14.914.9

9.89.8

9.89.8

7.27.2

6.76.7

6.26.2

4.64.6

3.63.6

3.13.1

0.50.5

0 10 20 30 5040 60
（％）

高山村にも高山村にも
まだあると思うまだあると思う

21.1％21.1％

ほかにはあると思うが、ほかにはあると思うが、
高山村にはないと思う高山村にはないと思う

14.4％14.4％

どこにもどこにも
ないと思うないと思う

6.3％6.3％

わからないわからない
28.2％28.2％

無回答無回答
30.0％30.0％

日本の社会において、あなたは、人権に関することで、現在何に関心
がありますか。（複数回答可）

あなたは、部落差別が現在でもあると思いますか。
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問
18
同
和
問
題
に
つ
い
て
の

認
知
経
路
を
み
る
と
、「
学
校
の

授
業
で
教
わ
っ
た
」
が
47
・
５
％

と
約
半
数
を
占
め
、つ
い
で
、「
家

族
か
ら
聞
い
た
」
が
20
・
８
％
と

続
い
て
い
ま
す
。

　

問
19
同
和
問
題
に
関
す
る
人

権
上
の
問
題
と
し
て
は
、「
結
婚

問
題
で
家
族
、
親
戚
、
友
人
、
知

人
等
か
ら
反
対
さ
れ
る
」
が
44
・

８
％
で
４
割
強
を
占
め
、
つ
い

で
、「
差
別
的
な
言
動
が
あ
る
」

が
28
・
４
％
、「
身
元
調
査
を
さ

れ
る
」
が
26
・
３
％
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
差
別
的
な

情
報
を
掲
載
さ
れ
る
」
が
21
・

１
％
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

問
20
子
ど
も
の
結
婚
相
手
と

し
て
の
同
和
地
区
の
人
に
対
す
る

態
度
を
見
る
と
、
子
ど
も
の
結
婚

相
手
が
同
和
地
区
の
人
で
あ
っ
た

と
き
の
態
度
を
み
る
と
、「
子
ど

も
の
意
志
を
尊
重
す
る
。
親
が
口

出
し
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
」
が

73
・
８
％
と
多
数
を
占
め
て
お
り
、

「
賛
成
し
、
協
力
す
る
」（
11
・

１
％
）、「
親
と
し
て
は
反
対
す
る

が
、
子
ど
も
の
意
志
が
強
け
れ
ば

し
か
た
が
な
い
」（
13
・
１
％
）

を
合
わ
せ
る
と
、
基
本
的
に
子
ど

も
の
意
志
を
尊
重
す
る
と
し
て
い

る
人
が
９
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

問
21
仮
に
、
同
和
地
区
の
人
と

恋
愛
し
、
結
婚
し
よ
う
と
し
た
と

き
、
親
や
親
戚
か
ら
強
い
反
対
を

受
け
た
場
合
、「
家
族
や
親
戚
を

説
得
し
、
自
分
の
意
志
を
貫
い

て
結
婚
す
る
」
と
す
る
人
が
46
・

９
％
、「
自
分
の
意
志
を
貫
い
て

結
婚
す
る
」
と
い
う
人
が
34
・

４
％
で
、「
親
や
親
戚
の
反
対
が

あ
れ
ば
結
婚
し
な
い
」
と
し
て
い

る
人
18
・
７
％
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。

　

問
22
同
和
問
題
の
解
決
に
は

「
自
分
の
問
題
と
し
て
解
決
に
努

力
す
べ
き
だ
と
思
う
」
と
す
る

人
が
31
・
１
％
と
な
っ
て
お
り
、

「
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は
自

然
に
な
く
な
る
と
思
う
」（
13
・

１
％
）
と
す
る
人
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。「
誰
か
し
か
る
べ
き
人
が

解
決
し
て
く
れ
る
と
思
う
」、「
自

分
と
は
直
接
関
係
の
な
い
問
題

だ
と
思
う
」
と
考
え
て
い
る
人
も

19
％
台
で
少
な
く
な
い
。

問 18

問 19問 20

学校の授業で学校の授業で
教わった教わった
47.5％47.5％

家族から聞いた家族から聞いた
20.8％20.8％

はっきりとはっきりと
覚えていない覚えていない

11.5％11.5％

人権・同和問題の人権・同和問題の
研修会・学習会で研修会・学習会で

知った  7.7％知った  7.7％

職場の人から聞いた職場の人から聞いた
4.4％4.4％

学校の友人から聞いた学校の友人から聞いた
3.3％3.3％

親戚から聞いた  1.6％親戚から聞いた  1.6％

近所の人から聞いた近所の人から聞いた
1.6％1.6％

村・県の広報紙や村・県の広報紙や
冊子で知った冊子で知った

1.1％1.1％ テレビ・ラジオ・テレビ・ラジオ・
インターネット・インターネット・
本などで知った本などで知った

0.5％0.5％

44.844.8

28.428.4

26.326.3

21.121.1

15.515.5

12.412.4

5.25.2

34.534.5

結婚問題で家族、親戚、友
人、知人等から反対される

差別的な言動がある

身元調査をされる

インターネットを利用して
差別的な情報を掲載される

就職・職場で不利な
扱いを受ける

差別的な落書きをされる

ない

わからない

0 20 40 60
（％）

子どもの意思を尊重する。子どもの意思を尊重する。
親が口出しすべきことではない親が口出しすべきことではない

73.8％73.8％

親としては反対するが、親としては反対するが、
子どもの意志が強ければ子どもの意志が強ければ

しかたがないしかたがない
13.1％13.1％

賛成し、協力する賛成し、協力する
11.1％11.1％

家族や親戚の反対があれば、家族や親戚の反対があれば、
認めない  2.0％認めない  2.0％

あなたは、同和問題について初めて知ったきっかけはなんですか。

あなたは、同和問題に関することで、現在、
人権上問題があると思うのはどのようなこ
とですか。

［結婚されていないお子さんがいる方がお答
えください。］あなたのお子さんの結婚しよ
うとする相手が、同和地区の人であると知っ
た場合、あなたはどうしますか。

n=194n=194

n=194n=194n=99n=99
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問
32
人
権
問
題
解
決
に
向
け
て

の
施
策
要
望
と
し
て
は
、「
学
校

で
の
人
権
教
育
を
充
実
す
る
」
が

49
・
０
％
と
最
も
多
く
、
つ
い
で
、

「
人
権
問
題
に
対
応
す
る
専
門
の

相
談
機
関
・
施
設
を
充
実
す
る
」

が
37
・
１
％
、「
人
権
意
識
を
高
め
、

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

た
め
の
啓
発
広
報
活
動
を
推
進
す

る
」
が
35
・
１
％
、「
人
権
が
侵

害
さ
れ
た
被
害
者
の
救
済
や
支
援

を
充
実
す
る
」
が
32
・
０
％
、「
国
、

地
方
自
治
体
、
民
間
団
体
等
が
連

携
を
図
り
一
体
的
な
教
育
・
啓
発

広
報
活
動
を
推
進
す
る
」
が
24
・

２
％
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
村
で
は
、
平
成
5
年

に
「
部
落
解
放
・
人
権
尊
重
の
村
」

を
宣
言
し
、
人
権
の
村
づ
く
り
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
19
年

の
高
山
村
差
別
撤
廃
・
人
権
擁
護

審
議
会
答
申
「
高
山
村
の
今
後
の

人
権
擁
護
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」
を
尊
重
し
、
広
く
村
民
の
皆

様
を
対
象
と
し
た
人
権
教
育
講
座
、

差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
、
男
女

共
同
参
画
い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
４
年
度
に
は
、
差
別
撤

廃
・
人
権
擁
護
政
策
を
取
り
巻
く

社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
高
山
村
の
差
別

人
権
問
題
解
決
に

人
権
問
題
解
決
に

向
け
て
の
施
策
要
望

向
け
て
の
施
策
要
望

問 21

問 32

問 22

家族や親戚を説得し、家族や親戚を説得し、
自分の意思を貫いて自分の意思を貫いて

結婚する結婚する
46.9％46.9％

自分の意思を自分の意思を
貫いて結婚する貫いて結婚する

34.4％34.4％

家族や親戚の反対があれば、家族や親戚の反対があれば、
結婚しない結婚しない

18.7％18.7％

自分の問題として自分の問題として
解決に努力すべき解決に努力すべき

だと思うだと思う
31.1％31.1％

誰かしかるべき人が誰かしかるべき人が
解決してくれると思う解決してくれると思う

19.9％19.9％

自分とは直接関係のない自分とは直接関係のない
問題だと思う問題だと思う

19.4％19.4％

そっとしておけばそっとしておけば
差別は自然に差別は自然に

なくなると思うなくなると思う
13.1％13.1％

どのようにしてもどのようにしても
差別はなくならないと差別はなくならないと

思う  10.7％思う  10.7％

よく考えていないよく考えていない
4.4％4.4％

無回答  1.4％無回答  1.4％

49.049.0

37.137.1

35.135.1

32.032.0

24.224.2

18.018.0

17.017.0

15.515.5

1.01.0

学校での人権教育を充実する

人権問題に対応する専門の相談機関・施設を充実する

人権意識を高め、人権への理解を
深めてもらうための啓発広報活動を推進する

人権が侵害された被害者の救済や支援を充実する

国、地方自治体、民間団体等が連携を図り
一体的な教育・啓発広報活動を推進する

人権に関する情報の収集及び提供を充実する

人権侵犯事件の調査、処理や人権相談を充実する

分館など社会教育機関での人権教育を充実する

その他

0 20 40 60
（％）

［結婚されていない方がお答えください。］
あなたが同和地区の人と恋愛し、結婚しよ
うとしたとき、家族や親戚から強い反対を
受けたらどうしますか。

同和問題の解決（部落差別の解消）に対す
るあなたの考え方に一番近いものはどれで
すか。

あなたは今後、村は人権問題の解決に向けて、どのようなことに力を
いれていけばよいと思いますか。（複数回答可）

撤
廃
・
人
権
擁
護
の
あ
り
方
」
を

審
議
会
に
諮
問
し
、「
相
談
体
制

の
充
実
」
及
び
「
教
育
と
啓
発
活

動
の
充
実
に
対
す
る
取
り
組
み
」、

「
高
山
村
差
別
撤
廃
・
人
権
擁
護

に
関
す
る
条
例
」
並
び
に
「
高
山

村
差
別
撤
廃
・
人
権
擁
護
に
関
す

る
総
合
計
画
」
の
見
直
し
に
つ
い

て
答
申
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
こ
の
よ
う
な
意
識
調
査
を

行
い
、
村
民
の
皆
様
の
意
識
や
考

え
方
に
つ
い
て
、
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
村
民
の
皆
様

と
と
も
に
差
別
の
な
い
明
る
い
社

会
の
実
現
の
た
め
、
実
践
計
画
に

添
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
人
権
推
進
室
人
権
推
進
係

　

☎
２
１
４
︱
９
７
６
２

n=194n=194

n=32n=32n=194n=194
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１
月
20
日
（
土
）
に
公
民
館
講
堂

に
て
、「
男
女
共
同
参
画
い
き
い
き

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
、「
令
和
モ
デ
ル
」
の

実
現
に
向
け
て
考
え
ま
し
た
。
最
近

に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
性
別
に
よ
る
固

定
的
な
役
割
分
担
に
縛
ら
れ
る
こ
と

に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
若
い
世
代
の
理
想

と
す
る
生
き
方
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

こ
と
に
よ
り
ま
す
。
全
て
の
人
が
希
望

に
応
じ
て
、
家
庭
で
も
仕
事
で
も
活

躍
で
き
る
社
会
の
実
現
。
こ
れ
が
「
令

和
モ
デ
ル
」
で
す
。
例
え
ば
、
女
性

に
は
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
て
ほ
し

い
、
男
性
も
家
事
・
育
児
の
時
間
を

増
や
し
た
い
な
ど
。
し
か
し
、
理
解

は
し
て
も
実
際
は
昔
の
ま
ま
で
い
る
こ

と
が
多
い
。
ど
う
す
れ
ば
全
て
の
人
が

生
き
や
す
い
社
会
を
築
け
る
か
、
社

会
全
体
で
考
え
、
実
行
に
移
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

講
演
会
で
は
、
漫
画
家
の
段だ
ん

丹た

え

こ
映
子

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
マ
ン
ガ
で
気
づ

こ
う　

身
近
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
題
し

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
段
さ

ん
は
、
１
９
９
８
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
い
う
言
葉
に
出
会

い
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
」
を
題
材
と
し
た
４
コ
マ
漫
画
を

描
き
始
め
ま
し
た
。
４
コ
マ
漫
画
は
、

よ
く
見
か
け
る
日
常
生
活
の
一
場
面

で
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
言
葉

や
行
為
と
い
っ
た
も
の
な
ど
で
す
。
そ

の
中
に
は
改
め
て
考
え
て
み
る
と
「
変

だ
な
？
」
と
か
「
ど
う
し
て
か
な
？
」
と

思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
よ

く
耳
に
す
る「
男
ら
し
さ
」や「
女
ら
し

さ
」っ
て
何
だ
ろ
う
。「
〇
〇
の
く
せ
に
」

の
次
に
は
必
ず
否
定
的
な
言
葉
が
続

く
。「
十
人
十
色
」と
い
い
ま
す
。
そ
れ

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
こ
と
。
男
ら
し

い
、
女
ら
し
い
と
い
う
言
葉
で
は
ま
と

め
ら
れ
な
い
。

　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
一
つ
一
つ
の
こ
と
に
感
謝
し
、

そ
れ
を
言
葉
に
す
る
こ
と
が
大
事
。

今
更
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
す
べ
て
の
こ
と
は
「
当
た

り
前
」
で
は
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い
と

い
け
な
い
。

　

最
後
に
「
い
き

い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

宣
言
」
を
誓
い
ま

し
た
。

　

今
年
の
冬
は
、
暖
冬
と
い
わ

れ
雪
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
２
月
４
日
（
日
）
の
ソ
リ

大
会
と
10
日
（
土
）
の
雪
上
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
雪
が
間
に
合
い

ま
し
た
。
ソ
リ
大
会
の
コ
ー
ス

は
例
年
に
比
べ
て
や
や
硬
め
に

仕
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
分
ス

ピ
ー
ド
も
増
し
ス
リ
ル
満
点
。

遠
く
ま
で
滑
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
受
付
横
に
能
登
半
島

地
震
災
害
の
義
援
金
箱
を
設
置

し
、
１
０
，
７
３
０
円
が
集

ま
り
、
後
日
、
高
山
村
社
協
を

通
じ
て
日
本
赤
十
字
社
へ
送
ら

れ
ま
し
た
。

　

雪
上
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
み
か

ん
探
し
と
パ
ン
食
い
競
争
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
み
か
ん
の
中
に

は
、
く
じ
が
入
っ
て
い
ま
す
。

当
た
り
く
じ
は
文
房
具
や
游
々

亭
の
お
食
事
券
と
交
換
で
す
。

当
た
り
く
じ
の
入
っ
た
み
か
ん

を
見
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
で
す
。
パ
ン
食
い
競
争
で

は
、
雪
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら

も
、
吊
る
さ
れ
た
パ
ン
め
ざ
し

て
走
り
ま
し
た
。
目
当
て
の
パ

ン
を
ゲ
ッ
ト
し
て
一
安
心
。

　

青
空
の
下
、
参
加
者
は
高
山

村
な
ら
で
は
の
雪
遊
び
を
楽
し

み
ま
し
た
。

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド

雪雪
とと
光光
のの
祭
典
祭
典

いきいきフォーラム
宣言文

「
令
和
モ
デ
ル
」の
実
現
に
向
け
て

い
き
い
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
４

つめたい雪の中にみかんを探す参加者

深い雪の上を走る子どもたち

講師の段丹映子さん

242024.3 .15 館報
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２
月
15
日
（
木
）
高
山
村
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー

ル
に
て
、
今
年
度
最
後
の
シ
ニ
ア
学

級
が
あ
り
ま
し
た
。

　

冬
場
の
運
動
不
足
解
消
の
た
め
に

〝
脳
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
〟
を
Ｙ
Ｏ
Ｕ

游
ラ
ン
ド
の
山
岸
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
指
導
で
行
い
ま
し
た
。
椅
子

に
腰
か
け
た
ま
ま
手
足
を
動
か
し
た

り
、
ボ
ー
ル
回
し
を
し
た
り
し
ま
し

た
。

　

酒
の
肴
教
室
を
公
民
館
調
理
実
習

室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
日
の
講
師
は
山
田
牧
場
ペ
ン

シ
ョ
ン
樹
里
庵
オ
ー
ナ
ー
、
本
田
祥

さ
ん
で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
『
鱈
の
ブ

ラ
ン
ダ
ー
ド
』『
鶏
レ
バ
ー
ペ
ー
ス

ト
』『
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
お
つ
ま
み
』

『
春
菊
の
サ
ラ
ダ
』
で
す
。

　
〝
ブ
ラ
ン
ダ
ー
ド
〟
と
は
か
き
混

ぜ
る
と
い
う
意
味
で
、
茹
で
た
鱈

と
じ
ゃ
が
い
も
を
混
ぜ
ペ
ー
ス
ト
状

に
し
ま
す
。
鶏
レ
バ
ー
は
玉
ね
ぎ
と

ペ
ー
ス
ト
状
に
し
、
共
に
ス
ラ
イ
ス

し
た
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
に
乗
せ
て
食
べ

ま
す
。

　

２
月
11
日
（
日
）、
高
井
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
第
41
回
高
山

村
卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
や
中
学
校
卓
球

部
、
地
区
の
チ
ー
ム
な
ど
村
内
７

団
体
13
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
男
女

シ
ン
グ
ル
ス
と
混
合
ダ
ブ
ル
ス
で
構

成
さ
れ
る
団
体
戦
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
参

加
者
全
員
が
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優　

勝　

二
ツ
石
Ａ

準
優
勝　

と
な
り
の
と
と
ろ

３　

位　

高
山
中
Ａ
、
高
山
中
Ｂ

第
41
回

高
山
村
卓
球
大
会

　

お
昼
に
は
子
安
温
泉
の
〝
特
製

弁
当
〟
を
食
べ
な
が
ら
、
サ
ッ
ク
ス

近
藤
さ
ん
と
キ
ー
ボ
ー
ド
中
村
さ

ん
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
聞
き
ま
し

た
。
最
後
に
は
、ア
ン
コ
ー
ル
曲「
ふ

る
さ
と
」
を
演
奏
に
合
わ
せ
て
全
員

で
歌
い
ま
し
た
。

　

全
課
程
終
了
後
の
修
了
式
で
は
、

参
加
者
全
員
に
〝
修
了
証
書
〟
が

授
与
さ
れ
、
そ
の
う
ち
５
名
の
方
に

皆
勤
者
表
彰
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
一
年
を
通
じ
て

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
無
事
、

修
了
式
を
迎
え
ら
れ
て
良
か
っ
た
」

「
次
回
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

148

春
休
み
に
な
れ

ば
こ
の
ラ
ン
ド

セ
ル
も
一
緒
に

お
休
み
ね
♡

そ
う
よ

ラ
ン
ド
セ
ル
っ
て

６
年
間
毎
日
一
緒

に
過
ご
す
お
友

だ
ち
み
た
い
な

も
の
だ
も
の

だ
っ
て

タ
カ
ち
ゃ
ん
ま
だ

小
学
校
行
っ
て
な

い
じ
ゃ
な
い
の
…

じ
ゃ
あ
代
わ
り

に
お
父
さ
ん
の

趣
味
の
魚
釣
り

用
リ
ュ
ッ
ク

じ
ゃ
ダ
メ
？こ

ん
な

ダ
サ
イ
の

　

や
だ
な
ぁ

ち
ょ
っ
と

待
っ
た
ぁ
ぁ
ぁ

す
ご
ー
い

タ
カ
ち
ゃ
ん
も

お
と
も
だ
ち

ほ
し　
　
　
　
　

い
! !

ね
ぇ

ラ
ン
ド
セ
ル

買
っ
て
ぇ
ー

い
っ
し
ょ
に

お
休
み

い
い
な
ー

いい
きき
いい
きき

シ
ニ
ア
学
級

シ
ニ
ア
学
級

第6回

　

21
日
は
文
の
藏
の
黒
岩
文
隆
さ
ん

で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
は
『
キ
ム
チ
と
も

や
し
納
豆
の
揚
げ
焼
き
』『
真
鱈
の

ホ
イ
ル
焼
き
』『
野
菜
に
合
う
ソ
ー

ス
』
で
す
。

　

具
材
を
入
れ
た
油
揚
げ
と
ホ
イ

ル
焼
き
は
同
じ
フ
ラ
イ
パ
ン
で
同
時

に
調
理
で
き
、
時
短
に
も
な
り
洗
い

物
も
減
り
ま
す
。
調
理
中
に
出
た

余
り
野
菜
や
味
付
け
に
使
っ
た
調
味

料
を
入
れ
て
作
っ
た
余
り
物
ス
ー
プ

も
同
時
に
作
っ
て
頂
き
、
生
ゴ
ミ
の

減
少
に
も
な
り
ま
し
た
。

酒酒
のの
肴
教
室

肴
教
室

２
月
７
・
21
日（
水
）

こげないように手際よく
鱈とジャガイモをいためます

21日のメニュー

数に合わせてボールを回す運動

当日限定のアンサンブル

各台では熱戦がくりひろげられ、会場内は熱気につつまれました

　

参
加
者
か
ら
は
「
ス
ー
パ
ー
で
手

に
入
る
食
材
で
作
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
嬉
し
い
」「
や
っ
た
事
の
な
い

調
理
法
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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閉
店
の
謝
辞
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
冬
ざ
る
る	

栗
原	

ヒ
サ
エ

俳
句
誌
の
懐
か
し
き
名
や
日ひ
い

短
か	

片
桐	

住
子

バ
リ
ュ
ー
ム
に
願
ひ
を
込
め
て
今
年
占
め	

古
谷	

公
子

茶茶    

花花    

会会
　　
十
二
月
作
品

十
二
月
作
品

携帯会社の社員から説明をうける参加者

机上に並べられた絵本の中から一冊を選び、
読み聞かせをする参加者

出
張
ス
マ
ホ
講
座

Ａ
Ｌ
Ｔ
紹
介

Ａ
Ｌ
Ｔ
紹
介

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
と

と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
端
末
や
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
、
動
画
の
利
用
が
当
た
り
前
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
様
々
な

理
由
か
ら
Ｉ
Ｔ
端
末
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

使
用
で
き
な
い
人
や
苦
手
な
人
も
い

ま
す
。
そ
こ
で
公
民
館
で
は
、
長
野

県
の
「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
デ

ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業
」
に

応
募
し
て
、
高
齢
者
等
を
対
象
と

し
た
出
張
ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
講
座
は
、
１
月
25
日
か
ら

５
日
間
で
全
10
講
座
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
座
内
容
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
基
本
的
操
作
か
ら
行
政
手
続

き
に
至
る
ま
で
、
日
頃
、
使
う
上
で

困
っ
て
い
る
こ
と
を
直
接
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
（
土
）
公
民
館
講
堂
に

て
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
実
践
講
座
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
〝
子
ど
も
の
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く

む
〜
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
〜
〟
を
テ
ー
マ
に
、
元
長
野
県

社
会
福
祉
審
議
会
図
書
審
査
部
会

委
員
、
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
堀
内
京
子
さ
ん
に
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

読
み
聞
か
せ
の
目
的
は
子
ど
も
に

本
の
楽
し
さ
を
伝
え
、
子
ど
も
と

絵
本
を
繋
ぐ
こ
と
に
あ
る
。
主
役
は

子
ど
も
と
絵
本
で
あ
り
、
読
み
手
の

自
己
満
足
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大
切

で
、
子
ど
も
た
ち
と
質
の
高
い
本
を

出
会
わ
せ
る
橋
渡
し
の
役
目
が
あ
る

事
を
自
覚
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
読

ん
だ
本
は
読
み
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、

子
ど
も
が
手
に
取
れ
る
事
が
い
い
。

家
で
読
ん
で
あ
げ
る
本
は
読
み
聞
か

　

昨
年
の
４
月
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し

て
高
山
小
学
校
と
た
か
や
ま
保
育

園
で
英
語
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
、
マ
イ
ク
・
ウ
ォ
ン
先
生
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

高
山
小
学
校
の
児
童
や
た
か
や
ま
保

育
園
の
園
児
の
様
子
は
ど
う
で
す
か
？

　

高
山
小
学
校
の
児
童
は
メ
チ
ャ

元
気
が
よ
く
て
、
純
粋
で
フ
レ
ン
ド

リ
ー
、
友
達
み
た
い
に
接
し
て
く
れ

ま
す
。
児
童
の
中
に
は
英
会
話
出
来

る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の

児
童
が
恥
ず
か
し
が
り
や
で
、
あ
ま

り
、
英
語
を
は
な
さ
な
い
の
で
、 

も
っ

と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
恥
ず
か
し
が
ら

な
い
で
英
会
話
し
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
も
っ
と
も
っ
と
英
語

が
上
手
に
な
り
ま
す
。

　

週
１
回
、
た
か
や
ま
保
育
園
に
い

き
ま
す
が
、
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
。

外
国
の
小
学
校
と
日
本
の
小
学
校

の
違
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
か
？

　

ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
の
小
学
校
は
、

の
ん
び
り
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
小
学
校
は
、
ま

じ
め
で
厳
し
い
で
す
。

高
山
村
は
何
が
き
っ
か
け
で
暮
ら
そ

う
と
お
も
い
ま
し
た
か
？

　

10
年
前
に
１
年
間
、
飯
山
市
に
住

ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
長
野
県
か
北
海

道
か
栃
木
県（
奥
様
の
出
身
地
）か
石

川
県
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
移
住
先
を
探
し
て
い
た
ら
、

高
山
村
が
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
を
し

て
い
て
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
山
村
に
暮
ら
し
て
み
て
ど
う
で

す
か
？

　

温
泉
と
自
然
が
と
て
も
い
い
で

す
。私
は
温
泉
オ
タ
ク
な
ん
で
す
よ
。

　

野
菜
が
美
味
し
く
て
た
く
さ
ん

食
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。た
だ
、

交
通
の
便
が
悪
く
、
ガ
ソ
リ
ン
代
が

高
く
て
大
変
で
す
。
あ
と
、
田
舎
の

人
は
、
人
と
人
と
の
関
係
が
と
て
も

よ
い
の
で
す
が
、
程
よ
い
距
離
間
を

保
っ
て
ほ
し
い
な
ぁ
〜
と
感
じ
る
時

が
あ
り
ま
す
。

高
山
村
で
一
番
好
き
な
場
所
は
ど
こ

で
す
か
？

　

高
山
小
学
校
校
門
前
の
階
段
か

ら
見
え
る
善
光
寺
平
の
景
色
が
最

高
で
す
。

　

そ
し
て
、
空
気
が
澄
ん
で
い
て
夜

景
が
き
れ
い
で
す
。

　

最
後
に
、「
子
ど
も
達
の
為
に
自

分
が
で
き
る
事
を
し
た
い
。」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

せ
に
向
か
な
い
場
合
も
あ
り
、
ど
う

本
を
選
ぶ
か
が
大
切
で
、
面
白
く
て

人
気
の
あ
る
も
の
で
も
、
人
の
不
幸

を
願
う
よ
う
な
内
容
の
本
は
選
ば
な

い
方
が
よ
い
と
の
事
で
す
。

　

後
半
は
３
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り

絵
本
を
選
び
、
読
み
合
い
聞
き
合
い

を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
今
ま
で
自
分
の

好
き
な
絵
本
を
選
ん
で
読
ん
で
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
し
っ
か
り
選
ん
で
、

子
ど
も
た
ち
と
本
の
橋
渡
し
が
で
き

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

実
践
講
座

実
践
講
座

全
10
講
座

マイク・ウォン 先生
（中　原）
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年
々
冬
の
雪
も
少
な
く
な
り
、

雪
解
け
も
早
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
雪
が
解
け
る
と
、
雪
の
下
で

耐
え
て
い
た
植
物
た
ち
が
芽
を
伸

ば
し
て
き
ま
す
。
畑
の
土
手
な

ど
に
生
え
る
ノ
ビ
ル
も
そ
の
ひ
と

つ
。

　

ノ
ビ
ル
は
ネ
ギ
の
仲
間
で
、
ヒ

ル
（
蒜
）
と
は
、
ネ
ギ
や
ニ
ラ
、

ニ
ン
ニ
ク
な
ど
の
古
い
言
い
方

で
す
。
ち
っ
ち
ゃ
い
タ
マ
ネ
ギ
み

ノ
ビ
ル 

～
野
の
蒜
（
ニ
ン
ニ
ク
）
春
先
の
栄
養
源
～

た
い
な
球
根
と
ニ
ラ
の
よ
う
な
香

り
の
葉
で
、
古
く
か
ら
食
べ
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
高
山
村
で
は
「
の

び
ろ
」
と
も
言
っ
て
、
春
祭
り
の

お
や
き
に
欠
か
せ
な
い
具
材
で
す

ね
。
ま
だ
畑
の
野
菜
が
取
れ
な
い

春
先
に
貴
重
な
栄
養
源
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
こ
う
や
っ
て
春
先
に

根
っ
こ
か
ら
堀
取
ら
れ
て
し
ま
う

ノ
ビ
ル
で
す
が
、
ノ
ビ
ル
の
方
も

人
を
巧
み
に
利
用
し
て
生
活
し
て

い
ま
す
。

　

ノ
ビ
ル
は
ム
カ
ゴ
で
も
増
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
長
く

伸
び
た
茎
の
先
に
葱
坊
主

の
よ
う
な
ぶ
つ
ぶ
つ
が
で

き
ま
す
が
、
こ
れ
は
種
で

は
な
く
て
ム
カ
ゴ
で
、
花

が
咲
か
な
く
て
も
で
き
ま

す
。
花
を
咲
か
せ
て
種
に

な
る
よ
り
も
早
く
に
ム
カ
ゴ
を
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
と

い
う
こ
と
は
、
春
の
草
が
茂
っ
て

き
て
草
刈
り
を
さ
れ
て
も
次
に
繋

げ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

畑
の
土
手
な
ど
草
刈
り
さ
れ
る
場

所
に
適
応
し
た
生
き
方
。
丁
寧
に

草
刈
り
さ
れ
た
所
は
、
春
先
の
陽

の
光
も
た
っ
ぷ
り
あ
た
り
、
ノ
ビ

ル
も
ぐ
ん
ぐ
ん
成
長
で
き
ま
す
。

　

ノ
ビ
ル
は
古
事
記
に
も
登
場
す

る
そ
う
で
、
昔
か
ら
共
に
暮
ら
し

て
き
た
の
で
す
ね
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　
『
三
寒
四
温
』
言
葉
通
り
着
実
に

春
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

　

３
月
に
ご
卒
業
を
迎
え
る
方
々
、

保
護
者
の
皆
様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

マ
ス
ク
姿
の
入
学
式
か
ら
マ
ス
ク
を

外
し
た
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
卒
業
式

に
感
慨
深
い
思
い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
事

で
し
ょ
う
。悔
し
い
悲
し
い
思
い
も
、コ

ロ
ナ
感
染
が
緩
和
さ
れ
て
か
ら
の
楽

し
い
思
い
出
も
た
く
さ
ん
で
き
た
事

と
思
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
熱
い
思
い
を

抱
き
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
う
皆
さ

ん
の
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
黒
岩　

記
）

ムカゴとつぼみ

ノビル

白菜のミルク煮白菜のミルク煮

　白菜は、免疫力を高めてくれるビタミンＣや腸内環境を整え
てくれる食物繊維が含まれています。くせがなく、甘みがあって
とても食べやすく、鍋物、漬物、煮物などいろいろな料理に合いま
す。生でも食べられて、貯蔵もしやすく優れた野菜です。ミルク
煮にすることで、白菜の甘みが増し、カルシウムも摂れます。
� （チャオル　管理栄養士　斉藤美江）

《材料》（４人分） ① 白菜を２～３cm角に切る。
しいたけは薄切り、ベーコ
ンは細く切る。

② 鍋に白菜の茎の部分を敷き、ベーコ
ン、しいたけをちらし、残りの白菜
を重ねる。

③ そこに塩、水、コンソメ、牛乳を入
れて煮たて、弱火で白菜がやわらか
くなるまでゆっくりと煮る。（鍋の蓋
をずらして煮る。）

④ コーンを加えてひと煮立ちさせ、水溶き片栗粉でとろみをつ
けて仕上げる。

１人分　約 140kcal　食塩 1.3g

白菜���������������� 400g
生しいたけ������������ 3枚
ベーコン�������������� 3枚
コーン（缶） ������������80g
水������������������ 100g

固形コンソメ�������� 1/2個
牛乳��������������� 200cc
食塩������������ 小さじ1/3
片栗粉������������ 大さじ1
水���������������� 大さじ2

本本と
と だも ち

　１月中、図書室利用者より「わたしのお
気に入りの本」を募集し、たくさんの方に
ご参加いただきました。ありがとうござい
ました。今回、その一部をご紹介します。

トランクの中の日本
　米従軍カメラマンの非公式記録
ジョー・オダネル 写真 /
ジェニファー・オルドリッチ 聞き書き（小学館）

この世は表裏一体、正解などひ
とつも無く、ただただ生きてい
ることに感謝して楽しく過ごし
たいと思えた１冊でした。

（30代の方より）

両手にトカレフ　
ブレイディみかこ（ポプラ社）

時代も国も境遇も異なる２人を
描いていて、びっくりです。（登
場人物である）金子文子の映画
もおすすめ。　（40代の方より）

旅猫リポート� 有川浩（文藝春秋）
猫の視点から、飼い主との出会
いと別れるための旅が流れる風
のようにつづられていきます。
猫好きでなくても、ページがと
まりません。　（40代の方より）

「みんなのおすすめ本」（パート１）テーマ

27 2024.3 .15 館報



282024.3 .15 広報

日 曜日 行事予定（会場 •時間等） 担　　　当 お問い合わせ

1 月 3 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 29 頁
第 25 回信州高山桜まつり（～ 4/30）　☞ 7 頁

住民税務課税務係
産業振興課商工観光係

☎ 214-9244
☎ 214-9296

2 火

3 水 たかやま保育園入園式
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 29 頁

たかやま保育園
健康福祉課保健予防係

☎ 245-6842
☎ 242-1202

4 木 高山小学校入学式
高山中学校入学式

高山小学校
高山中学校

☎ 245-0594
☎ 245-0948

5 金 乳がん検診（9 時～ 14 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

6 土 春の全国交通安全運動（～ 15 日） 建設水道課建設係 ☎ 214-9297

7 日 消防出初式（10 時～　高山中学校）　☞ 8 頁 総務課危機管理防災係 ☎ 214-2263

8 月 3 か月・7 か月・10 か月児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 29 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

9 火

10 水
狂犬病予防注射（第 1 回）　☞ 12 頁
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 29 頁
乳がん検診（9 時～ 14 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁

住民税務課生活環境係
健康福祉課保健予防係
健康福祉課保健予防係

☎ 214-9267
☎ 242-1202
☎ 242-1202

11 木 乳がん検診（9 時～ 14 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

12 金 乳がん検診（9 時～ 14 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

13 土

14 日

15 月 １歳６か月・２歳・３歳児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 29 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

16 火

17 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 29 頁
乳がん検診（9 時～ 14 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁

健康福祉課保健予防係
健康福祉課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

18 木
乳がん検診（9 時～ 14 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁
行政相談（13 時 30 分～ 15 時 30 分　公民館会議室）
体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室）

健康福祉課保健予防係
総務課総務係
教育委員会生涯学習係

☎ 242-1202
☎ 214-9243
☎ 214-9762

19 金

20 土

21 日

22 月 肺がん検診（9 時～ 15 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

23 火 肺がん検診（9 時～ 15 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

24 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 29 頁
肺がん検診（9 時～ 15 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁

健康福祉課保健予防係
健康福祉課保健予防係

☎ 242-1202
☎ 242-1202

25 木 肺がん検診（9 時～ 15 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

26 金 肺がん検診（9 時～ 15 時 15 分　保健福祉総合センター）　☞ 11 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

27 土

28 日

29 月 （祝日　昭和の日）

30 火 4 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 29 頁 住民税務課税務係 ☎ 214-9244

４ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー４ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●４月の予定
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●４月の予定

須高広域シルバー人材センター入会説明会　◆須高広域シルバー人材センター　☎ 246-2003
期　日 時　間 場　　　　　　所

4 月 17 日 ㈬ 午後 1 時 30 分～ 3 時 保健福祉総合センター内 須高広域シルバー人材センター高山事務所

健康相談　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　　　　　考

4 月 3 日 ㈬
4 月 10 日 ㈬
4 月 17 日 ㈬
4 月 24 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午前 9 時
～正午

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・
育児相談など健康管理全般について知りたい方はお出
かけください。

＊電話での相談も随時受け付けています。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎

242-1203）にご相談ください。

３月、４月の納税等の納期限・口座振替日　◆住民税務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

3 月分 4 月 1 日 ㈪ 下水道・農業集落排水使用料 ６期分 保育料・児童クラブ利用料 ３月分

4 月分 4 月 30 日 ㈫
固定資産税 １期分 保育料・児童クラブ利用料 ４月分

水道使用料 １期分

乳幼児健康診査　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
対　　象　　児 期　日 会　場 受付時間 持　ち　物

3～4か月児 令和 5 年　　 令和 6 年
11 月 29 日 ～ 1 月 8 日生まれ

4 月 8 日 ㈪

保健福祉
総合センター

午後 1 時
～ 1 時 20 分

母子手帳
保護者の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票
子どもノート

7～8か月児 令和 5 年
7 月 29 日 ～ 9 月 8 日生まれ

母子手帳
バスタオル
おたずね票
子どもノート

10 ～11か月児 令和 5 年
4 月 29 日 ～ 6 月 8 日生まれ

母子手帳
乳児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票
子どもノート

1 歳 6 か月児 令和 4 年
8 月 30 日 ～ 10 月 15 日生まれ

4 月 15 日 ㈪

母子手帳
幼児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票
子どもノート

2 歳児 令和 4 年
3 月 1 日 ～ 4 月 15 日生まれ

3 歳児 令和 3 年
3 月 1 日 ～ 4 月 15 日生まれ
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村の人口
令和６年３月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）
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たかやま保育園

◆健康福祉課保健予防係　◆健康福祉課保健予防係　☎☎ 242-1202242-1202

表
紙
の
紹
介

世帯数（＋ 4）   2,470 戸
人　口（− 7）   6,507 人
　男  　（− 7）   3,247 人
　女  　（± 0）   3,260 人

　２月２日の朝、
うさぎ組では「鬼
どこ？」「今日は
鬼来ないよね？」
と鬼が来ることを
警戒している子ど
もたち。外に出て、
自分で作った自分だけの枡を手に準備をしました。準備が
終わり、うさぎ組のみんなで「えいえいおー！」と掛け
声をすると、いよいよ鬼と対面することを察したのか「こ
わい」「鬼嫌だよ」と顔が強張る一方、鬼がどこから来る
のかずーっとキョロキョロしている子も。まだかな～と待
ち構えていると、どこからかガサガサと音が鳴り、鬼の声
が！その瞬間、「キャー」と保育士の周りに集まる子ども
たち。さらに鬼が登場すると、もう豆まきどころではあ
りません。でも、豆をまいて鬼を退治することを思い出し
た子どもたちは鬼が目の前に来ると、「おにはーそと」と
無我夢中で豆を投げていました。無事に鬼が山に帰ると、

福の神さんから縁起の良いみ
かんを貰いました。嬉しそう
にみかんを剥き、大きな口で
パクリ！最後は嬉しいプレゼ
ントを貰い、とても嬉しい豆
まきでした！
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歯みがきできたね歯みがきできたね
たかやまっ子たかやまっ子

11 月に実施した３歳児健康診査において、皆
さん上手に歯磨きを行えていました。
これからも健康な歯を大切にしてください。

笠井 桃
も も か

花 さん 小林 由
ゆ や

弥 さん 近藤 優
ゆ き

姫 さん


